
























































































ていくWinnicottのいう「一人でいる能力capacity to be 
alone」の獲得とも重なる。人は探索とattachmentを繰
り返しながら，やがてそれとは気づかないままに，一人で
いること＝自立することが叶う，そんな生
いきもの
物なのかもしれ
ない。
５．心理療法理論の統合研究
　やがて私は生活の安定のために大学で仕事をするように
なる。ケースを治すために様々な心理療法技術を学んでき
た私は大学という場を借りて，これまでの心理療法理論を
統合するメタ理論はないかと思うようになった。心理療法
を４つの公理で語ることが出来るのではないか，それが図
４である。
 
図４　心理療法４つの公理
　ここで詳しく述べる余裕はないが，最も強調したいのは
公理Ⅲの「抱えること」と公理Ⅳの「主体的な関わり」で
ある。当コースにきて２年半，私はさらにこれに認知行動
療法的な視点を追加した。それは2018年度の「早稲田大学
臨床心理学研究第18巻１号，93-99頁」に詳しく解説して
あるので，関心のある方はご覧いただきたい。
　最後に現４年生と大学院生のメンバーを今という時の記
念として掲載しておきたい（図５）。
 
図５　研究室集合写真
中央が井原，向かって左端から右回りに（４年）阪本星太，
脇坂華奈，新井紗季，峯岸篤志，表涼平，濱野めぐみ，板
野蛍，内田賢吾，（D）スティーブ・ケイ・リー，松葉百合香，
原口幸
